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「どこにいるのか」

聖職候補生　下条知加子

　
北
海
道
浦
河
町
で
様
々
な
事
業

を
展
開
し
て
い
る
「
べ
て
る
の

家
」
を
神
学
生
の
と
き
訪
問
し
ま

し
た
。
そ
こ
の
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
の
自
己
紹
介
の
方
法
は

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

 

「
統
合
失
調
症
の
○
○
○
で

す
」
と
い
う
風
に
最
初
に
自
分
の

病
名
を
言
う
の
で
す
。
そ
れ
だ
け

で
も
変
わ
っ
た
自
己
紹
介
だ
な

あ
、
と
思
っ
た
の
で
す
が
、「
分
裂

病
『
金
欠
』
型
の
△
△
△
で
す
」

と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
病
名
が
出
て
く
る

の
で
、
あ
れ
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

彼
ら
が
言
っ
て
い
る
の
は
『
自
己
病
名
』

だ
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
向
谷
地
生
良
氏
に
よ
る
と

「
自
己
病
名
と
は
、
主
治
医
か
ら
も
ら
っ
た

診
断
名
で
は
な
く
、
…
自
分
の
生
活
の
苦

労
を
、
仲
間
と
独
自
の
意
味
づ
け
を
し
た

病
名
の
こ
と
」
な
の
だ
そ
う
で

す
。

　
自
己
病
名
を
つ
け
よ
う
と
す
る

と
お
の
ず
と
自
分
の
立
ち
位
置
に

つ
い
て
深
く
洞
察
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
与
え
ら
れ
た

気
づ
き
は
、
受
け
て
い
る
恵
み
を

わ
た
し
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

解
放
は
、
傷
つ
い
た
り
病
ん
で
い

る
私
自
身
を
押
し
隠
す
と
き
に
で

は
な
く
、
自
分
で
深
く
知
り
、
ま
た

そ
れ
を
仲
間
た
ち
と
共
有
し
あ
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
な
た
は
「
ど
こ
に
い
る
の
か
」（
創
世

記
３
・
９
）
と
い
う
神
様
か
ら
の
問
い
か
け

は
、
今
も
、
私
た
ち
の
交
わ
り
を
深
い
気
づ

き
と
新
し
い
豊
か
さ
へ
と
招
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

  

　（
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
・
月
島
聖
公
会
勤
務
）

《恵みに生かされて》
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◇
９
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
わ
か
ち
あ
い
募
金
の
た
め
▽
山
谷

兄
弟
の
家
伝
道
所
ま
り
や
食
堂
の
働

き
の
た
め
▽
タ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

お
よ
び
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
者
支
援
の
た

め
▽
心
臓
病
児
保
育
活
動
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
　
　
バ
ー
ン
サ
バ
イ

　
バ
ー
ン
サ
バ
イ
は
二
〇
〇
二
年
七

月
七
日
七
夕
の
日
に
開
設
さ
れ
た
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
エ
イ
ズ
患
者
の
た
め

の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
。

　
バ
ー
ン
サ
バ
イ
に
入
っ
て
来
る
患

者
た
ち
は
エ
イ
ズ
患
者
の
中
で
も
隅

に
追
い
や
ら
れ
た
人
た
ち
で
す
。
野

宿
し
て
い
た
人
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル

ド
レ
ン
と
し
て
育
っ
た
人
、
少
数
民

族
や
山
岳
民
族
、
ま
た
は
難
民
と
し

て
タ
イ
に
入
っ
て
き
た
人
等
々
で

す
。
貧
困
の
底
で
治
療
も
受
け
ら
れ

ず
、世
話
す
る
人
も
い
な
い
、タ
イ
人

で
な
い
た
め
福
祉
も
受
け
ら
れ
な

い
、そ
ん
な
人
た
ち
で
す
。バ
ー
ン
サ

バ
イ
は
患
者
を
家
族
と
し
て
受
け
入

れ
、病
院
に
連
れ
て
行
き
、必
要
に
応

じ
入
院
さ
せ
付
き
添
っ
て
い
ま
す
。

　
　（
バ
ー
ン
サ
バ
イ
・
ス
タ
ッ
フ
　

青
木
恵
美
子
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

７
月
29
日
　
大
野
與
一
郎
　（
87
）

神
田
キ
リ
ス
ト

７
月
30
日
　
藤
本
　
義
人
　（
83
）

月
島

７
月
31
日
　
堀
内
　
彌
榮
　（
85
）

聖
テ
モ
テ

８
月
７
日
　
落
合
　
正
勝
　（
61
）

聖
オ
ル
バ
ン

 今週・来 週 の予 定

９月１０日～２３日

１０（日）聖霊降臨後第１４主日

主教巡回　

葛飾茨十字教会

１１（月）聖職養成委員会

幼稚園委員会

１２（火）常置委員会

１３（水）人権委員会（聖バルナバ）

１４（木）財政委員会

１７（日）聖霊降臨後第１５主日

主教巡回　目白聖公会

外濠G教会協議会

（聖テモテ）

山手G教会協議会（聖十字）

多摩G教会協議会

（聖マルコ）

環状G教会協議会（清瀬）

１８（月・休）教区フェスティバル

（香蘭）

１９（火）小平墓地委員会

２０（水）教役者レクイエム

２２（金）信仰と生活委・正義と平和

　　　　　運営委合同委員会

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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《
06
年
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》
つ
く
ろ
う 

ひ
ろ
げ
よ
う 

和
と
〇
（わ
）

▽
９
月
18
日
（
月
・
休
）
10
時
半
　
▽
香
蘭
女
学
校
　
▽
説
教
者=

五
十
嵐
正
司
主
教

　　
▽
環
状
教
会
グ
ル
ー
プ
協
議
会
で

は
「
清
瀬
聖
母
教
会
教
会
創
立
記
念

行
事
ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を

催
す
（
後
援
＝
信
仰
と
生
活
委
員
会

ほ
か
）
。
ト
ー
ク
は
石
岡
史
子
・
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
教
育
資
料
セ
ン
タ
ー
所

長
、
演
奏
に
は
立
教
大
学
ハ
ン
ド
ベ

ル
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー
。
９
月
24
日
（
日
）

14
時
、
清
瀬
聖
母
教
会
＝
電
話
０
４

２
（
４
９
３
）
７
４
７
２
。

　
▽
関
東
三
教
区
生
野
委
員
会
主
催

に
よ
る
日
韓
の
歴
史
を
学
ぶ
会
（
第

34
回
）
で
、
映
画
『
あ
ん
に
ょ
ん
・

サ
ヨ
ナ
ラ
』
を
上
映
す
る
。
戦
後

60
年
企
画
日
韓
共
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
９
月
23
日
（
土
・
休
）
14
時

～
17
時
、
牛
込
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
＝

電
話
03
（
３
２
６
８
）
８
０
６
７
。

当
日
券
一
二
〇
〇
円
・
前
売
り
一
〇

〇
〇
円
。

　
▽
五
本
木
九
条
の
会
主
催
の
〈
憲

法
を
学
ぶ
〉
第
８
回
講
演
会
「
日
本

国
憲
法
を
ま
も
る
～
信
仰
を
守
り
人

間
を
ま
も
る
た
め
に
～
」
が
９
月
27

日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分
、

聖
パ
ウ
ロ
教
会
で
開
か
れ
る
。
講
師

は
柳
時
京
（
ユ
・
シ
ギ
ョ
ン
）
司
祭

＝
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
・
大
韓
聖

公
会
ソ
ウ
ル
教
区
。
照
会
は
同
教
会

宛
に
、
電
話
03
（
３
７
１
０
）
６
０

３
１
。
な
お
毎
月
第
２
水
曜
夜
に
は

「
平
和
を
祈
る
礼
拝
」を
さ
さ
げ
て
い

る
。
来
聴
・
参
加
歓
迎
。

　
▽
立
教
中
学
・
高
校
卒
業
生
有
志

(

世
話
人
代
表
・
麻
田
恭
一)

に
よ
る

「
福
沢
（
旧
姓
古
木
）
道
夫
司
祭
の
司

祭
按
手
50
周
年
記
念
礼
拝
」
が
企
画

さ
れ
、
同
校
お
よ
び
立
教
女
学
院
の

卒
業
生
ら
に
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
て

い
る
。
９
月
30
日
（
土
）
13
時
、
立

教
学
院
聖
パ
ウ
ロ
礼
拝
堂(

新
座)

。

礼
拝
後
に
は
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ(

会
費

２
千
円)

も
。
照
会
電
話
＝
０
９
０

（
３
１
３
３
）
５
８
８
３
。

　
◇
９
月
銀
座
朝
祷
会

第
２
・
４
火
曜
／
７
時
半

12
日
　
話
　
　
司
祭
　
井
口
　
諭

（
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）

26
日  

話
　
　
司
祭
　
山
野
繁
子

（
東
京
諸
聖
徒
教
会
牧
師
）

　
◇
教
区
Ｈ
Ｐ｢

主
教
メ
ッ
セ
ー
ジ｣

欄
が
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
（
９
月
以

降
、
更
新
は
隔
月
か
ら
毎
月
へ
変

更
）。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
18

　
共
催
「
憲
法
」
講
演
会

　
　「
憲
法
を
変
え
る
と
戦
争
を
す
る

国
に
な
る
の
で
す
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
、「
何
と
し
て
も
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
」と
い
う
思
い
で
参
加
し
た
。

　
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
は
、
憲
法

（
中
で
も
九
条
）改
憲
を
頂
点
と
し
、

既
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
着
々
と
、

そ
し
て
巧
み
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
事
は
、
自
民
党
新
憲
法
草
案
と

国
の
動
き（
イ
ラ
ク
派
兵
、共
謀
罪
、

教
育
基
本
法
、在
日
米
軍
再
編
、靖
国

神
社
参
拝
、日
の
丸
・
君
が
代
強
制
、

近
隣
諸
国
の
動
静
に
対
す
る
報
道
や

政
治
家
の
言
動
な
ど
）
を
総
括
す
れ

ば
、
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
明
確
だ
。

　
今
回
、講
師
大
宮
溥
牧
師
が
、憲
法

の
定
義
や
日
本
国
憲
法
成
立
の
過

程
、
ま
た
憲
法
九
条
と
戦
力
保
持
の

問
題
等
、
改
憲
に
つ
い
て
複
雑
に
絡

み
合
う
諸
問
題
を
丁
寧
に
解
説
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
時
間
の
限
り
も
あ

り
、九
条
以
外
、特
に
十
九
条
や
二
十

条
に
つ
い
て
の
お
話
や
大
宮
牧
師
ご

自
身
の
お
考
え
を
伺
え
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
に
思
っ
た
が
、
講
演
や
参

加
さ
れ
た
方
と
の
交
流
を
通
し
て
、

自
分
が
ど
う
す
べ
き
か
を
再
確
認
で

き
た
し
、
力
も
与
え
ら
れ
た
。

　
ま
た
、こ
の
講
演
会
が「
信
仰
と
生

活
委
員
会
」
と
「
正
義
と
平
和
協
議

会
」
と
の
共
催
で
開
か
れ
た
こ
と
に

意
義
深
さ
を
感
じ
た
。
憲
法
問
題
は

私
た
ち
の
信
仰
や
生
活
を
脅
か
す
問

題
で
あ
る
。今
後
も
、憲
法
問
題
に
関

す
る
学
び
や
交
流
の
会
を
ど
ん
ど
ん

開
い
て
欲
し
い
。

　 

　
　
聖
パ
ウ
ロ
教
会
　
楡
原
民
佳

　

《
今
、こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
　
東
京
聖
テ
モ
テ
教
会

　
４
月
よ
り
、
本
教
会
と
し
て
初
め

て
笹
森
田
鶴
司
祭
の
管
理
、嘱
託
・
定

住
司
祭
と
し
て
竹
内
謙
太
郎
司
祭
の

牧
会
体
制
に
入
り
、
当
年
度
の
教
会

標
語
通
り
「
新
し
い
出
発
（
た
び
だ

ち
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
２
日
の
教
会
創
立
一
〇
三
周

年
記
念
礼
拝
・
聖
餐
式
で
は
、植
田
主

教
か
ら
４
名
の
若
い
仲
間
が
堅
信
式

に
与
り
、
同
時
に
受
洗
50
年
を
経
た

８
名
の
方
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
８
月
に
は
竹
内
司
祭
に
４
回
限
定

講
座
「
教
会
の
聖
歌
集
」
を
お
願
い

し
、
27
日
に
は
外
濠
グ
ル
ー
プ
共
催

で
新
し
い
聖
歌
集
を
歌
う
納
涼
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
活
気
の
あ
る
礼
拝
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　(

横
山
融)


